
見
守
り
の
輪
を
広
げ
て

地
域
ぐ
る
み
で

　

子
ど
も
の
安
全
を

守
ろ
う

　

子
ど
も
を
狙
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県内における不審者等の出没報告数

　児童・生徒を狙った県内の事案は、平成 15年度
の35件から平成16年度は97件に急増。さらに今
年度は４～６月の３カ月で62件と前年の３分の２に
迫っています。
　内訳は▽露出・わいせつ19件▽声かけ15件▽後
をつけたり、突然写真を撮るなど17件▽連れ去り未
遂４件―などです。

不審者対策講習会を実施 … 7 月 8日
　学校や地域における子ども達の安全対策のため「不審
者対策講習会」を実施しました。講習会では、町内各小・
中学校の先生や児童厚生員、補導員、見守り活動協力者ら
が参加。武生警察署員から、県下で発生している不審者事
件の事例説明を受けたあと、南条駐在所加藤警部補から、
不審者を見かけた
時の注意点や犯人
を取り押さえるた
めの道具「刺股（さ
すまた）」の利用法、
イスやモップなど、
身近な用具を使っ
た取り押え方や護
身術を習いました。

▼  公園で「私、かわいいね。モデルになって、
写真を撮らせて」と頼まれた。

▼   「お母さんが倒れたから病院に行こう」と
20歳代の知らない男に呼び止められた。

▼   下校途中「私、何年生？にきびが多いね」
と顔を触られた。

▼  高校の廻りを車でうろつき、女子高校生
の跡をつけるーナンバーを警察署に通報

南越前町の不審者事件の事例南越前町の不審者事件の事例

あ れ っ？と思ったら 危 な と思ったらい
あれっ？集落内をひとりで歩いている子どもがいる…
◎ 「おはよう」「おかえり」「車に気をつけてね」「できる
だけ友達と帰ろうな」などと軽く声をかけてください。
◎ 周囲に不審者、車がいないか確認し見送りましょう。
◎ 見守り活動協力者は、ひとり歩きの子が多い所を巡
回や散歩のコースに加えるなどして、さりげなく見
守ってください。

あれっ？挙動不審な人がいる、見かけない車が止まっ
ている、同じ車が通学路を行ったり来たりしている…
◎ 人物の特徴、車のナンバーなどをメモし、警察や学
校に連絡してください。
◎ 見守り活動協力者、学校、警察が連携して子どもたち
の安全を確保してください。

あぶない！不審な物音、子どもが助けを求める声、
防犯ブザーの音が聞こえる！
◎すぐに音、声のするところにむかってください。
◎ まず子どもの安全を確保し、不審な人や車などがあ
れば110番に通報してください。その際、人物の
特徴（人相、服装など）や車のナンバーなどを控え、
伝えてください。
◎ 見守り活動協力者同士が連絡を取り合い、巡回活動
を強化するなどをしてください。

あぶない！不審な車が子どもに近づいている、子
どもが車の人と話をしている！
◎ 子どものところに行き「こんにちはどうしたの？」
と声をかけたり、車の人に「何かご用ですか？」と
尋ねてください。
◎ 車の人が不審者と思われたら、子どもを車から離れ
させ、子どもの安全を確保し110番に通報してく
ださい。その際、人物の特徴（人相、服装など）や
車のナンバーなどを控え、伝えてください。
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危
険
な
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を
未
然
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防
ぐ
た
め

に
は
、
食
品
を
買
う
と
き
、
料
理
を
作

る
と
き
、
保
存
す
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
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食
中
毒
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を
「
つ
け
な
い
、
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さ
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す
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」
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う
三
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、
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す
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付けない 増やさない 殺す

食 中 毒 予 防 の 三 原 則

11 食品の購入
●  生鮮食品は新鮮なものを購入しましょう。
●  表示のある食品は、消費期限などを確認し購
入しましょう。

●  肉汁や魚などは水分が漏れないようビニール
袋などにそれぞれ分けて持ち帰りましょう。

22 家庭での保存
●   購入した食品は、持ち帰ったらすぐに冷蔵庫
や冷凍庫に入れましょう。

●  肉や魚はビニール袋や容器に入れるなど外の
食品と区別しましょう。

●   冷蔵庫や冷凍庫の詰めすぎに注意しましょう。
目安は7割程度です。

33 下準備
●  こまめに手を洗いましょう。
●  井戸水を使用している家庭では水質に十分注
意してください。

●  生の肉や魚を切った後は、包丁やまな板等は
必ず洗ってから他の食品を切るようにしま
しょう。

　  洗ってから熱湯をかけた後使うことが大切です。
●  冷凍食品などは常温での解凍はさけ、冷蔵庫
の中か電子レンジで解凍しましょう。

44 調　理
●   過熱して調理する食品は十分に加熱しましょ
う。目安は、中心部の温度が 75℃で 1分以
上加熱することが大切です。

●  調理を途中でやめる場合は、室温での保存は
やめ必ず冷蔵庫に入れましょう。

55 食　事
●  食卓に付く前に必ず手を洗いましょう。
●  清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器
に盛り付けましょう。

66 残った食品
●  残った食品は早く冷えるように浅い容器に小
分けして保存しましょう。

●   残った食品を温めなおす時も十分に加熱しま
しょう。目安は75℃以上です。

●  ちょっとでも怪しいと思ったら、食べずに捨
てましょう。

食中毒予防 六つのポイント


